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＜連絡事項＞
・特記なし

＜入室状況＞
[bookmark: _GoBack]【入院】
・なし
【退院】
・なし
【転入】
・なし
【転出】
・浅水　武久様～東病棟Cユニット4号室→南病棟Cユニット202号室
【ユニット移動】
・なし

＜患者様連絡事項＞
・藤井　崇史様～臨時薬就床前薬1日分紛失あり、1回分処方となる。
・鳴海　サミ様～8/21　10：00退院　湊病院へ通院（初外来日：8/26　13：30予約）
　　　　　　　　退院時処方5日分あり。

・田村　ウメ様～便秘時IFオーダー追加指示あり。ピコスルファートＮａ内用液1本処方。

・村上 綾子様～臨時薬のアリナミンは飲み切り止め。

・長根　とし子様～主治医、娘、孫様にて面談実施する。
退院可能な状態である事説明あり。ご家族間にてどのような方向性にするか話し合う事となる。自宅退院であれば外泊してみる事も説明有り検討して頂く。家族間での話し合いの結果を、連絡頂きたい事説明し了承頂く。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。他室侵入やホール内走り回り迷惑行為繰り返し、早めに開放観察終了としている。自室内危険行動や逸脱行為なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。8:00～20:00までの開放観察指示あり。開放時粗暴行為や他者トラブルなく経過する。対面時妄想言動あるが不穏さや切迫性なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・磯嶋　茜様～身体拘束中。両上下肢午前・午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放時他者トラブルや危険行動なし。拘束部位皮膚障害や循環障害なし。不穏興奮なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・鈴木　國男様～終日隔離中。スタッフへ詰め寄りドアの外へ出ようとすることあり、スタッフ数名で対応している。ドア叩きあるが一時的でしばらくすると落ち着いている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時眼光鋭さあるが妄想言動や不穏さなし。自室にて危険行動なく過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めて
いく。

・長根　瞳様～身体拘束中。昼頃より気分高揚さあり、引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。大声を出しておりスタッフ声掛けするが聞き入れ不良。反発するように更に大声を出し落ち着かない様子あり、午後の開放観察中止としている。


＜皮膚科診察情報＞
・立場 哲子様～陰部から臀部発赤ありエキザルベ軟膏処方。

・古積 幸太様～ミノマイシン処方継続。処置変更なし。

・飯田　修子様～左足第５趾爪、混濁、変形あり爪白癬。テルビナフィン外用液塗布。

・鳴海　サミ様～陰部から臀部発赤ありエキザルベ軟膏処方。

※他の方々は処置変更なし。

＜虐待についてのディスカッション＞
「虐待」に当たると考える行為を挙げる。
・患者様が訴えているのに要件を聞かない。「申し送りです」とシャットアウト
　完全な無視
・患者様の暴力があり、それを防衛するために押さえつける（過剰になっているときはないか）
・患者様の訴えが執拗、患者様の方からスタッフの容姿についてや暴言を言われて、スタッフ側が
苛々してしまい態度に表してしまう。強く返してしまう。「いやっと」とか言ってしまう。
・異性の患者様への対応の配慮ができていない時

対応に関しての意見
・一人で対応しない。必要時は人員を確保しての対応。
　身体拘束や注射対応の際は、他病棟への応援を呼ぶ事はあるが、オムツ交換等　異性の対応ができない際の応援要請をし、人員確保していけると良い


